







A study on the educational music programs  
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The purpose of this study is to examine what kind of educational music programs 
performed by orchestras are effective in making participating children become more 
interested in classical music. 
The orchestras always experience difficulty in building a firm foundation of audience, 
which largely consists of elderly and highly educated people.  In Japan, some of educational 
music programs are designed especially for children with the intention of fostering children’s 
interest in music.  Such programs often contain the performance of theme music of 
animation TV programs and famous screen music, as well as the practice time in which 
participants can conduct an orchestra or they chorus songs together.  Although such kind of 
programs have been carried out throughout the nation for the last several decades, it is not 
clear whether the audience of orchestra concerts has increased. 
It seems rather difficult to judge whether such educational music programs are effective 
in increasing the number of audience of orchestra concerts.  In stead of directing its 
attention to the development of future audience, therefore, this study set the focus on the 
characteristics of educational music programs which are suitable for making children more 
interested in classical music (including symphony masterpieces), rather than in popular 
music such as theme music of animation programs and famous screen music.  
To accomplish the purpose of this study, the study first overviewed the current conditions 
and the issues associated with orchestra circles and educational music programs in Japan.  
Secondly, the study chose Sinfonietta Shizuoka JAPAN, a local-based orchestra, as an 
example of orchestras because it had been implementing various kinds of educational music 
programs.  In order to identify which programs were effective in fostering participants’ 
interest in classical music, surveys by questionnaires and interviews were carried out on 
students, teachers, parents, and regional residents who participated in or were associated 
with the educational music programs conducted by the orchestra.  As a result of 
investigation mentioned above, the study drew the conclusion as to the characteristics of 
desirable educational music programs. 
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り上げられるようになった（群響 50 年史編纂委員会 1997, pp.40-41）。群馬交響楽団の移動音
楽教室に対し、1950 年より群馬県と高崎市がそれぞれ 9 万 5,000 円と 8,000 円の補助金を交付
























                                                   






























インタビューを通じて 2017 年に九州大学がまとめた「九州大学 QR プログラムつばさプロジェ
クト」という報告書がある。この中のインタビューのひとつに、山形交響楽団事務局専務理事の
西濱秀樹へのものがあるが、学校公演によって定期演奏会の鑑賞者は増加していないと述べて












                                                   
10 群響の特徴でもある移動音楽教室については、少なくとも会員約 6 割が経験していると考えられ、その時期も小中
学生と比較的若く、この音楽教室が初めてのオーケストラ鑑賞であるとする人々も 4 割を超えており、その効果
は大きいと考えられる（垣内 2016, p.53）。 
11 オーケストラ関係者へのインタビュー調査による。詳しくは 4.3.4 で述べる。 
 静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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いるオーケストラの活動に着目し、この団体が実施した小中学校 19 校、文化施設 2 館での音楽



















                                                   
12 日本のオーケストラによる音楽教育プログラムの研究において、この規模の人数によるアンケート調査は見当たら
ない。三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング（2015）『平成 26 年度 文化芸術による子供の育成事業（巡回公演
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17 なお、第 4 章における子どもたちへのアンケート調査は、6 歳から 15 歳までが対象となっている（未就学児コン
サートに関しては、保護者が回答する）。 
18 中原（2017）の分類に基づいている（中原 2017, p.7）。 
 静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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とともに、宮内省雅楽課有志による日本初のオーケストラが創設された20（大木 2008, p.21）。 




終戦直後の 1945 年から 1975 年頃までのオーケストラ活動の特徴は大きく 3 つある。1 つ目
は、東京をはじめ大都市では民間放送の発足とその拡大に伴い、戦前以上に放送局との結び付き
が強くなったこと、また、放送局の豊富な資金を背景に新しいオーケストラが誕生したことであ










ラが設立された（新井 2016, pp.80-83）。 
そうした中、オーケストラの増加と聴衆の多様化の時代が訪れる。放送局の豊富な資金を背景
に新しいオーケストラが誕生した頃から日本国内におけるオーケストラの団体数が増える一方
                                                   
19 東京音楽学校（現在の東京藝術大学）の前身。 
20 現在の藝大フィルハーモニア管弦楽団。公式ホームページには、「このオーケストラの前身である東京音楽学校管
弦楽団は、わが国初めての本格的なオーケストラであり、ベートーヴェンの交響曲第 5 番≪運命≫、交響曲第 9 番
≪合唱付き≫、チャイコフスキーの交響曲第 6 番≪悲愴≫などを本邦初演し、日本の音楽界の礎石としての役割
を果たしてきた。」と書かれている。 
21  現在の東京フィルハーモニー交響楽団。 





































                                                   
25 オーケストラが増えた理由として、第二次世界大戦後、軍国主義のアンチテーゼとして「文化国家」を目指す社会
的機運が高まる一方で、歌舞伎など伝統文化が演目の内容によっては保守的な思想を想起させるとして制限され




組は、指揮者の山本直純と小澤征爾が中心となって作られ、1972 年から 1983 年にわたって放送された（クラシ
ック音楽情報誌ぶらあぼ公式ホームページによる）。 
28 この「こども定期演奏会」は有料公演のため、本研究の第 3 章では取り上げない。 
 静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 








演回数、1 団体および 1 公演あたりの鑑賞者数においていずれも最も多いことがわかる。例え
ば、2017 年の団体数は、オーケストラが 39 団体、室内楽が 35 団体、吹奏楽が 6 団体、オペラ
が 17 団体である。鑑賞者数に関しては、オーケストラによる演奏会が 449 万 8,614 人、室内楽
が 25 万 6,361 人、吹奏楽が 35 万 7,157 人、オペラが 19 万 433 人である。公演回数は、オーケ
ストラによる演奏会が 5,084 回であるのに対し、室内楽は 764 回、吹奏楽は 411 回、オペラは
374 回である30。1 団体あたりの鑑賞者数31は、オーケストラが 11 万 5,349 人、室内楽が 7,325
人、吹奏楽が 5 万 9,526 人、オペラが 1 万 1,202 人である32。1 公演あたりの鑑賞者数33は、オ
ーケストラによる演奏会が 885 人、室内楽が 336 人、吹奏楽が 869 人、オペラが 509 人である。 
オーケストラの鑑賞者数に関する表 1 の、1989 年から 2017 年の演奏年鑑の鑑賞者数のデー
タを見ると34、約 100 万人増えているように見える。1989 年から 2000 年代前半にかけては、
一時期を除いて 300 万人前半であったが、2006 年頃から 300 万人後半にのぼり、2008 年から
はほぼ 400 万人代を記録するようになった。よって、鑑賞者数は年々増えているように見受け
られる（表 1）。しかしながら、鑑賞者数と同時に公演回数も年々多くなってきており、1989 年
は 3,121 回であったが徐々に増え、2017 年には 5,000 回を超えるようになった。よって、1 公
演あたりの鑑賞者数を計算してみると、1989 年から約 10 年間は 1,000 人代を保っていたが、
2000 年代に入ると 1,000 人を下回る年が多くなり、その後も減少していった。さらには団体数
も年々増加しており、鑑賞者数を 1 団体あたりで割ると 1989 年の 16 万 5,500 人から徐々に減
り、2017 年には 11 万 5,349 人となった。 
これまで見てきたように、1989 年から 2017 年までの間で、全体の団体数や公演回数、鑑賞
者数のみを見ると増加していることは確かであるが、1 団体あたりの鑑賞者数や 1 公演あたりの
鑑賞者数は、年々減少していることがわかる。よって、鑑賞者数全体は年々増えているが、オー
ケストラの数も増加しているため、演奏会 1 公演あたりの鑑賞者数は減っている。 
こうして鑑賞者数が年々減少してきていることから、鑑賞者を増やす取り組みとして名曲コ
ンサートやゲーム音楽のコンサート、子ども向けコンサート、若者や高齢者への割引といったこ
                                                   
29 ここでは他ジャンルは、室内楽、吹奏楽、オペラの 3 つとする。 
30 邦人演奏家のみの回数であり、来日演奏家の分は含んでいない。 
31 鑑賞者数を団体数で割って算出した平均値。 
32 小数点第 1 位を四捨五入。 
33 鑑賞者数を公演数で割って算出した平均値。 
34 演奏年鑑自体は 1989 年以前からあるが、公演回数や鑑賞者数等詳細については 1989 年以前は記載されていない。
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た（小山 2009, pp.161-162）。曲目に関しては、第 1 回は前奏曲や交響曲を取り入れるなど、普
段の定期演奏会に近いかたちで行われた（表 2）。これは好評であり、翌年から参加希望者が激
増した。第 2 回はベートーヴェンの「第九」を取り入れ皆で歌うなど、聴衆参加型にも力を入れ























37 なお、この演奏会の会員券は 80 銭均一という安価に抑えられていた（小山 2009, p.162）。 
38 山形交響楽団の当時の教育プログラムの曲目については、表 3、表 4 を参照されたい。 
39 文化庁巡回公演事業についての詳細は、3.3 で説明する。 


































                                                   
興もその一環とされる生涯学習関連の事業を都道府県など自治体単位で推進することが明示されている。 
41 以下の事例として挙げる団体の教育プログラムの目的については表 9 にまとめた。 
42 日本演奏連盟（1991-2018）『演奏年鑑』による。例えば、1990 年の青少年向け公演の自主事業は 346、依頼事業
は 819 であるのに対し、2017 年の青少年向け公演の自主事業は 349、依頼事業は 1,130 である。 
43 例えば 2015 年度の群馬交響楽団の移動音楽教室の場合、収入構成は、地方自治体（群馬県、高崎市、11 市、他）
からの補助金が 40%強、文化庁・芸術文化振興基金が 10%、演奏収入が 40%弱、民間寄付金が 10%弱となってい
る。静岡文化芸術大学自治体文化財団マネジメント講座公式ホームページによる。 



























高崎市による支援が開始された（群響 50 年史編纂委員会 1997, p.41, p.65）。 











のための学習にも力を入れていたことがわかる（群響 50 年史編纂委員会編 1997, p.134）。近
年の曲目は、小中高等学校でそれぞれ異なるが、アニメや映画音楽は取り入れず、クラシック音
楽が中心である47。希望する学校の特定のクラスにおいて事前ワークショップがある。 
実施校数、実施回数及び鑑賞者数については、2017 年度の小中学校は、294 校 74 回 41,067
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人、事前ワークショップは 9 校 13 回 823 人、高等学校は 31 校 24 回 18,909 人に対して行って
いる48。子どもたちは 3 年に一度群響の演奏会を聴くことができるシステムであり、群馬県内の
小中高等学校が 561 校であるのに対し、1 年で 325 校を対象に 98 回の学校公演を行っているこ


















響 40 年史編集委員会編 2012, p.12）。こうして、この音楽鑑賞教室は山響を設立するための理
想を描きながら企画された。この音楽鑑賞教室は 3 年間開かれ、初年度はバロック・古典、2 年
度はベートーヴェン、3 年度はロマン派・近現代の音楽を演奏した。この 3 年間は毎年ほぼ同じ
高校を対象に実施し、のべ 48 校、3 万人超の子どもたちにクラシック音楽を届けた。 
この「若人のための音楽鑑賞教室」は、3 年で終わってしまった。予算の都合で廃止せざるを
得なくなったが、本来はこのような 3 年連続のプログラムを各地で行うことに意義があり、理
                                                   
48 群馬交響楽団公式ホームページ『平成 29 年度事業報告書』pp.11-14。この年の移動音楽教室と高校音楽教室を総
合すると、325 校 98 回 59,976 人となる。 
49 2017 年度学校基本調査より。 
50 日本演奏連盟（1991）『演奏年鑑』による。 




54  山形交響楽団公式ホームページによる。 
 静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 





















れているが、少子化の流れの中、鑑賞する児童・生徒が減少し、90 回実施した 2013 年度は人件
費を含めると、約 2,300 万円の赤字となった58。村川が指揮者を務めていた 1976 年には 202 校、
鑑賞者 11 万 4,663 人、演奏回数 160 回であったことから、大幅に機会が減少していることがわ
かる。また曲目も村川の頃とは異なり、有名な短い曲が中心である。演奏時間は、小学校 60 分






                                                   
55  山形交響楽団創設者及び指揮者の村川千秋氏へのインタビューによる（2019 年 7 月 17 日実施）。 




58 2015 年 2 月 13 日朝日新聞山形版朝刊地方 1 面 p.23 より。 
59 現在のスクールコンサートの詳細は表 5 に記載。 

























この本公演とワークショップはいずれも 90 分間行われる。 











                                                   
61 文化庁『文化芸術による子供育成総合事業』公式ホームページによる。 
62 オーケストラの巡回公演事業の曲目等は表 6 を参照されたい。 
63 文化庁『文化芸術による子供育成総合事業』公式ホームページによる。ワークショップの詳細は表 7 に記載。 








































                                                   
66 調査に関しては、中部フィルハーモニー交響楽団は楽団員の加藤恵子氏に、千葉交響楽団においては楽団員の若狭
直人氏にインタビューを行った（加藤氏：2019 年 5 月 24 日実施、若狭氏：2019 年 7 月 6 日実施）。 
67 若狭氏の話によると、毎年 100 校ほど行っているということである。多いときは 200 校行っていたという。 
 静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 

































                                                   
68 中部フィルハーモニー交響楽団公式ホームページによる。 
69 幼稚園・保育園には小編成のアンサンブルで訪問し、弦・木管・金管・打楽器の中から編成を選んでもらっている。 
70 中部フィルハーモニー交響楽団楽団員加藤恵子氏へのインタビューによる（2019 年 5 月 24 日実施）。 
71 小牧市内の小学校は 10 校、中学校は 9 校である。 































校であったが、同年の全国の小中学校が 31,409 校に対して 1.2%しか実施できていないという
ことになる75。都道府県別の小学校の数と巡回公演を実施した学校数の関係性で見ると、例えば
静岡県の小学校は 516 校であるのに対し76、巡回公演の実施校数は 5 校である77。鳥取県におい
て、小学校は 135 校であるのに対し、2 校で実施されたのみである。このことから、公演回数を
増やし、オーケストラに教育プログラムの機会をつくったものの、全国各地にオーケストラが巡
回するというほど十分に行き渡っているとは言い難い。 
                                                   
73 一部小山（2009）p.162 を参考。 
74 3.2 から 3.4 までで述べてきたオーケストラによる教育プログラムの現状については、表 9 にまとめている。 
75 2014 年度の学校基本調査より。文化庁公演の実施校数については 2015 年度以降のデータが見当たらないため、
2014 年度のものを使用。割合は小数点第 2 位を四捨五入。 
76 合同開催校を含む。 
77 2014 年度の学校基本調査より。 
 静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 



































                                                   
78 定期演奏会では、前半に序曲と協奏曲または組曲を演奏し、休憩を 15~20 分程度挟んだ後、後半に交響曲を行うと
いうプログラムが通常であり、全体で約 2 時間かかる。 
79 この点については、赤木も指摘している（赤木 2014, p.91）。 
 静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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う機会創出事業（音楽）」を受託した。この事業においてシンフォニエッタ静岡は、2019 年 6 月
から 12 月にかけて、静岡県内各地の小中学校 18 校 17 公演82で地域訪問プログラム（学校公演）


















82 このうち 2 公演は 12 月に実施されたため本調査の対象から除外している。 
 静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 






4.2 シンフォニエッタ静岡の新たな教育プログラムについて（2019 年度実施） 
4.2.1 シンフォニエッタ静岡による教育プログラム 




調査対象とした教育プログラムは、次の 7 つの公演形態である。 




③ シューベルトの『交響曲第 5 番』全楽章を中心としたプログラムによる学校公演（以下、
「9・11 月の学校公演」という） 
④ ベートーヴェンの『交響曲第 7 番』全楽章を中心としたプログラムによる学校公演（以下、
「10 月の学校公演 A」という） 
⑤ ベートーヴェンの『交響曲第 7 番』全楽章を中心としたプログラム（④）に、アニメソング
を 1 曲組み込んだプログラムによる学校公演（以下、「10 月の学校公演 B（アニメの楽曲付
き）」という） 
⑥ ベートーヴェンの『交響曲第 7 番』全楽章を中心としたプログラム（④）に、シンフォニエ
ッタ静岡楽団員による 2 回のワークショップを付随プログラムとして実施した学校公演（以




                                                   
83 DUMI とは、フランスで活躍する教育職の公務員として学校において音楽を教えることのできる音楽家のための国
家資格のことである。主に音楽家、教育者、地域文化発展のアクターとしての役割を担っており、養成センター
で 2 年間学ぶことが必須である（音楽文化創造 2005, pp.71-72）。「音楽を普及するための入門段階を担う人材」
として扱われることが多いが、実際は同じ学校や施設に少なくとも 3 ヶ月以上は出向き、特定のクラスに約 10
～12 回授業を行うことになっており、徐々に段階を踏んだプログラムを展開している（2019 年 9 月 13 日に実
施した DUMISTE 柳澤藍氏へのインタビューによる）。フランス国内での認知度は割と高く、DUMI の導入は普
及浸透してきており、子どもたちへの効果の手応えはつかめてきているという（2019 年 3 月 6 日に実施した武
庫川女子大学永島茜准教授へのインタビューによる）。 



























加型プログラムを実施した85（表 12、表 13）。一方シンフォニエッタ静岡は、4.2.1 で述べたよ
うに、曲目や編成等、様々な内容を実施した86。 
調査方法として、アンケート調査、インタビュー調査、参与観察を公演会場（学校及び文化施
設）において実施した。アンケート調査は、2019 年 6 月、9～11 月にシンフォニエッタ静岡が






                                                   
85 日程等の詳細については、表 10、表 11 を参照されたい。 
86 日程や曲目については、表 14、表 15 を参照されたい。それぞれの公演形態別における詳細は表 18 を参照。 
87 小中学校に関して 19 校中 3 校は⑦「10 月の学校依頼公演」である。なお、アンケートの回収率は、学校公演は子
ども・教員・保護者・地域住民それぞれほぼ回収できた（正確な数字は不明であるが、数枚回収できなかった程
度である）。未就学児コンサートについては、保護者の来場者 319 人（全部で 627 人）に対しアンケートの数が
148 枚のため 46.4%であった。 
 静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 





を実施した。6 月（①「6 月の学校公演」）、9・11 月（③「9・11 月の学校公演」）、10 月（④「10
月の学校公演 A」、⑤「10 月の学校公演 B（アニメの楽曲付き）」、⑥「10 月の学校公演 C（2 回
のワークショップ付き）」）で分けている。9 月と 11 月は同じプログラムであったため、まとめ
































































                                                   
88 参与観察というかたちで関わり、アンケート調査も行った。アンケート調査は、6 月と 9～11 月にシンフォニエッ
タ静岡による教育プログラム対象校の子どもたちと教員、保護者・地域住民に実施した。図 1 において、回った箇
所を地図化した。なお地図には、4.3.5 で述べる学校からの依頼公演で回った学校も含まれている。 
89 6 月の学校公演の様子については、図 2~5 を参照されたい。 
90 ②「9 月の未就学児コンサート」（ふくみみコンサート）のチラシと公演の様子については図 6~8 を参照されたい。
なお、公演時間については 70 分間であった。 
91 参加者数は、御前崎市 5 名、藤枝市 20 名であった。 
92 ヴァイオリンのリーダーであるコンサートマスターとフルート 2 人の 3 人。 
 静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 

















っている様子だった。アンコールはハイドン作曲の交響曲第 45 番≪告別≫第 4 楽章が演奏さ
れ、作曲者の指示通り、次々と楽団員が舞台から去って行き、最後はヴァイオリン奏者 2 人のみ
の演奏で幕を閉じるという演出があり、興味深く見たり聴いたりしている子どもが多かった98。 
10 月の学校公演は 4 日間にわたり、河津町の H 小学校、掛川市の I 小学校と J 小学校、浜松
市の K 小学校、島田市の L 小学校と M 中学校を訪問した99。④「10 月の学校公演 A」について
は H・K 小学校で実施し、後半にベートーヴェンの交響曲第 7 番を全学章演奏するという 75 分
間のプログラムであった。全体的にも子どもたちにとって聴き馴染みのない曲が中心であった
が、終始集中して聴いている子どもが多く、時に体を揺らしたり指揮の真似をしたりする姿が見
られた。10 月の学校公演においては、プログラムが A と B に分かれており、B プログラム（⑤
「10 月の学校公演 B（アニメの楽曲付き）」）においては、2 曲目に「となりのトトロより『さん
ぽ』」が演奏され、低学年は一緒に歌う子どもが目立った。 
また、⑥「10 月の学校公演 C（2 回のワークショップ付き）」では、④学校公演 A の公演日の




95 全校児童約 36 人である。9 月の学校公演の様子については、図 9~10 を参照されたい。 
96 休憩の間も、後方のギャラリー向けの指揮者によるトークが展開された。 





99 掛川市の 2 校は比較的人数が多く、特に I 小学校は街中に位置するが、それ以外の学校は比較的小規模である。10
月の学校公演の様子については、図 11~14 を参照されたい。 
 静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 




ケージの『4 分 33 秒』を用いて、その時間内に何がきこえるかという「聴くこと」を考えるこ
とから始まった。それから、学校公演での演奏曲であるベートーヴェンの交響曲第 7 番がリズ








ートーヴェン交響曲第 7 番をはじめとしたクラシック音楽に聴き入っていた。 
③「9・11 月の学校公演」の 11 月は、牧之原市の N 小学校、富士宮市の O 小学校、島田市の













べてきた104。この参与観察の様子からすると、①「6 月の学校公演」や④「10 月の学校公演 A」
のようにクラシック音楽が中心であったり交響曲が全楽章入っていたりしても子どもたちは全
                                                   
100 L 小学校は 1～3 年生、M 中学校は 1 年生を対象にワークショップを実施。ワークショップの様子については、図
15～16 を参照されたい。 
101 11 月の学校公演の様子は、図 17~18 を参照されたい。 
102 交響曲の楽章についての話で、「ドラえもん」のテレビ番組が 30 分で 2 つ話があるという例えを用いたり、各セ
クションの役割についてメロディーだけだと物足りないことを説明したり、ソナタ形式についてお米と味噌汁に
例えたりしてわかりやすく工夫していた。 
103 学校からの依頼公演の場合、原則として児童・生徒一人あたり 800 円（税別）ずつ支払うことになっており、公
演内容なども学校から要望が出される場合が多い（2019 年 12 月 16 日に実施したシンフォニエッタ静岡芸術監
督・指揮者中原朋哉氏へのインタビューによる）。 
104 前述したが、公演の日程や曲目の詳細については表 14、表 15 を参照されたい。 
 静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 























また、学校別に見ると、学校によっては比較的中山間地域の小規模校である B 小学校や C 小







                                                   
105 ②「9 月の未就学児コンサート」については、未就学児が中心であることから、子どもからのアンケートを集めて
いない（保護者にアンケートを実施した）ため、集計結果は 4.3.3 で述べる。 
106  C小学校のクラス担任からのコメントにも 1年生にはオーケストラについて理解ができなかったかもしれないと
の記述があった。 
107 例えば G 小学校においては同じ規模である K 小学校と比較してみると、コンサート鑑賞後クラシック音楽がもっ
と好きになったと答えた子どもたちは、K 小学校は 45.8%であったのに対し、G 小学校は 54.3%であった。同じ
ように、高学年のみで学校公演を行った E 小学校と I 小学校を比較してみると、I 小学校は 25.7%であったのに
対し、E 小学校は 39.6%であった。 








「むずかしい」が 6.5%であり、③「9・11 月の学校公演」は、「好き」が 63.5%、「きらい」・「む
ずかしい」が 3.2%であった。④「10 月の学校公演 A」、⑤「10 月の学校公演 B（アニメの楽曲




「まあ好き」が 60.1%、「あまり好きではない」・「きらい」が 5.4%であり、③「9・11 月の学校
公演」は、「好き」・「まあ好き」が 58.5%、「あまり好きではない」・「きらい」が 3.2%であった。
④「10 月の学校公演 A」、⑤「10 月の学校公演 B（アニメの楽曲付き）」、⑥「10 月の学校公演
C（2 回のワークショップ付き）」は、「好き」・「まあ好き」が 44.5%、「あまり好きではない」・
「きらい」が 10.8%であった（表 19-1）。 
コンサートを聴いた後のクラシック音楽への関心の変化については、①「6 月の学校公演」は、
「もっとすきになった」・「すきになった」が 76.1%（聴く前は 60.1%）、「きらいになった」・「も
っときらいになった」が 0.6%（聴く前は 5.4%）であった。③「9・11 月の学校公演」は、「も
っとすきになった」・「すきになった」が 87.2%（聴く前は 58.5%）、「きらいになった」・「もっと
きらいになった」が 0%（聴く前は 3.2%）であった。④「10 月の学校公演 A」、⑤「10 月の学
校公演 B（アニメの楽曲付き）」、⑥「10 月の学校公演 C（2 回のワークショップ付き）」は、「も
っとすきになった」・「すきになった」が 69.6%（聴く前は 44.5%）、「きらいになった」・「もっと




い」・「ききたくない」が 2.3%であった。④「10 月の学校公演 A」、⑤「10 月の学校公演 B（ア
ニメの楽曲付き）」、⑥「10 月の学校公演 C（2 回のワークショップ付き）」は、「毎日ききたい」・












































かった。アンケートの感想では、例えば M 中学校においてワークショップを経験しなかった 2、
3 年生は消極的な意見が散見されたのに対し、ワークショップを経験した 1 年生は消極的な意見
が一つもなかったことからも、ワークショップがクラシック音楽への関心要因の一つであるこ
とが考えられる。 
                                                   
109 M 中学校の子どもたちへのインタビューによる（2019 年 10 月 18 日実施）。 
 静岡文化芸術大学大学院 
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 これらをまとめると、①「6 月の学校公演」は③「9・11 月の学校公演」や④「10 月の学校公
演 A」と比べて曲目が多少多かったのもあり、色々な音楽が聴けたことが良かったという意見が




















































11 月の学校公演」、④「10 月の学校公演 A」においては子どもたちより消極的な意見が割合と
して高いことがわかった。⑤「10 月の学校公演 B（アニメの楽曲付き）」はアニメソングが 1 曲










                                                   
110 L 小学校と M 中学校の教員へのインタビューによる（2019 年 10 月 18 日実施）。 
111 L 小学校教員へのインタビューによる（2019 年 10 月 18 日実施）。 








































                                                   
113  学校公演における消極的な意見は、教員は 155 人中 21 人で 13.5%であるのに対し、保護者・地域住民は 292 人
中 1 人で 0.3%であった。 
 静岡文化芸術大学大学院 
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ートーヴェンの交響曲第 5 番≪運命≫を第 1 楽章だけ演奏するよりも、全楽章を演奏する際の
第 1 楽章のほうがエネルギーと集中力を使っている。同様に、ドヴォルザークの交響曲第 9 番







4.3.5 学校からの依頼公演の曲目との比較  
この節では、4.2.1 で述べたシンフォニエッタ静岡の教育プログラムにおける、⑦「10 月の学
校依頼公演」の効果を検証する。2019 年 10 月 16 日に実施された静岡市の Q 小学校、R 小学
                                                   
114 シンフォニエッタ静岡楽団長・オーボエ奏者植田明美氏へのインタビューによる（2019 年 10 月 8 日実施）。 
115 例えば、平成 27 年度から使用されている小学 3 年生対象の「小学生の音楽 3」（教育芸術社）の掲載曲は、「エ
ーデルワイス」（リチャード・ロジャーズ作曲）や「よろこびの歌」（ベートーヴェン作曲交響曲 9 番第 4 楽章）
等である。 
116 L 小学校校長へのインタビューによる（2019 年 10 月 18 日実施）。実際、シンフォニエッタ静岡の県主催事業で
も学校によってはこのような要望があった。 
117 シンフォニエッタ静岡副団長・ホルン奏者月原義行氏、首席コンサートマスター松本亜土氏へのインタビューに




を全楽章演奏した 9・11 月は 7.3%、10 月は 6.3%だった。 
 静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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119 この学校依頼公演についての日程等は表 24、曲目に関しては表 25 に記載。公演の様子については図 25、図 26 を
参照されたい。 














































































ラを鑑賞すること自体初めてである子どもが多かった。特に小規模校であった C 小学校、H 小






                                                   
126 教員の消極的な感想（記述式）は、①は 8.8%、③は 10.8%、④～⑥は 9.1%であるのに対し、⑦は 2.4%である。 
127 子どもの消極的な感想（記述式）は、①は 3.9%、③は 0.0%、④～⑥は 3.4%であるのに対し、⑦は 3.6%である。 




130 「長い」と答えた人に関して、6 月の公演では、子どもたちは 0.4%であったのに対し、教員は 3.3%であった。9・
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るという意見もある（久保田 2017, pp.105-107）133。 
                                                   




2002 年からサントリーホールを会場に毎年 4 回本格的なクラシックコンサートを行っている（東京交響楽団＆
サントリーホール「こども定期演奏会」公式ホームページによる）。楽団員によると、時間は 90 分であるが、静
かに聴いている子どもが多いという（2019 年 7 月 6 日に実施した元東京交響楽団楽団員の池田肇氏へのインタ
ビュー調査による）。こども定期演奏会は小学校高学年向けであり、低学年には難しいという保護者のアンケー
トも散見されるが、大体は満足して帰る客が多く、2019 年からは開催曜日を土曜から日曜に変更したことから
チケットが完売したという。また、年 4 回実施することで、1 回目は会場内で落ち着きのない子どもも一定数い
るが 4 回目はほぼ大人しく集中して聴いている様子が感じられることから、複数回行うことで変化が見られるこ




















































































いう思いで、この 2 年間研究をしてきた。 
 静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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表 1 日本のオーケストラの年間公演回数と鑑賞者数の関係性（単位：人） 
  （演奏年鑑 1990－2018 より筆者作成） 
 
表 2 エロイーズ・カニングハムによる「青少年交響楽鑑賞会」（第 1 回演奏会）の詳細 














公演回数 鑑賞者数 団体数 1公演あたりの鑑賞者数 1団体あたりの鑑賞者数
1989 3,121 3,475,509 21 1,113.59 165,500.43
1990 3,437 3,679,850 23 1,070.66 159,993.48
1991 3,361 3,502,212 23 1,042.01 152,270.09
1992 3,357 3,766,394 23 1,121.95 163,756.26
1993 3,207 3,998,089 23 1,246.68 173,829.96
1994 3,135 3,833,733 23 1,222.88 166,684.04
1995 3,116 3,780,431 23 1,213.23 164,366.57
1996 3,099 3,704,304 25 1,195.32 148,172.16
1997 3,155 3,252,228 25 1,030.82 130,089.12
1998 3,406 3,647,347 27 1,070.86 135,086.93
1999 3,256 3,437,518 27 1,055.75 127,315.48
2000 3,333 3,250,507 28 975.25 116,089.54
2001 3,275 3,165,961 28 966.71 113,070.04
2002 3,165 3,064,634 26 968.29 117,870.54
2003 3,336 3,489,310 26 1,045.96 134,204.23
2004 3,486 3,288,534 30 943.35 109,617.80
2005 3,545 3,361,506 31 948.24 108,435.68
2006 3,589 3,708,824 33 1,033.39 112,388.61
2007 3,465 3,774,451 31 1,089.31 121,756.48
2008 3,858 4,365,165 34 1,131.46 128,387.21
2009 4,131 4,134,086 36 1,000.75 114,875.72
2010 4,167 4,036,305 37 968.64 109,089.32
2011 3,789 3,688,604 37 973.50 99,602.00
2012 4,050 3,851,000 37 950.86 104,081.08
2013 4,357 4,160,405 38 954.88 109,484.34
2014 4,033 4,143,223 38 1,027.33 109,032.18
2015 4,260 4,107,542 38 964.21 108,093.21
2016 4,165 4,102,903 38 985.09 107,971.13
2017 5,084 4,498,614 39 884.86 115,349.08
 静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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（山響 40 年史編集委員会編 2012 より筆者作成） 
   








































































（山響 40 年史編集委員会編 2012 より筆者作成） 
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体験コーナー／指揮者体験曲 ハンガリー第5番 or 運命













































































      ② フルート、ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ
      ③ ①＋クラリネット
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     （2019 年 6 月 26 日筆者撮影） 
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（シンフォニエッタ 静岡 公式ホームページより） 
 
















山田 真穂 YAMADA Maho 
67 
  
図 9 9 月の学校公演（G 小学校）     
 
（2019 年 9 月 24 日筆者撮影） 
 
 
図 11 10 月の学校公演（H 小学校） 
 
































（2019 年 10 月 4 日筆者撮影） 
 
 
図 17 11 月の学校公演（N 小学校） 
 
























 （2019 年 10 月 18 日筆者撮影） 
 
図 18 子どもたちからの御礼の言葉（P 小
学校） 
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表 19-1 学校公演におけるアンケート結果（子ども・単純集計） 
 
Q.2 音楽の授業は好きですか。 
6 月（公演形態①）     9・11 月（公演形態③）   10 月（公演形態④～⑥） 
 
Q.4 今日のコンサートをきく前まで、クラシック音楽は好きでしたか。 


































































































































6 月（公演形態①）      9・11 月（公演形態③）   10 月（公演形態④～⑥） 
  ※割合は小数点第 2 位を四捨五入。 
（アンケートの集計結果より筆者作成） 
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表 20  学校公演におけるアンケート結果（子ども・クロス集計） 
 
学年とコンサートを聴く前との関係性（Q.1 と Q.4） 
6 月、9～11 月（公演形態①、③～⑥） 
 
学年とコンサートを聴いた後との関係性（Q.1 と Q.5） 
6 月、9～11 月（公演形態①、③～⑥） 
 
学年と今後の鑑賞との関係性（Q.1 と Q.6） 
6 月、9～11 月（公演形態①、③～⑥） 
 
音楽の授業とコンサートを聴く前との関係性（Q.2 と Q.4） 
6 月、9～11 月（公演形態①、③～⑥）  
 
音楽の授業とコンサートを聴いた後との関係性（Q.2 と Q.5） 














低学年 453（44.9%） 303（30.0%） 155（15.3%） 2（0.2%） 6（0.6%） 53（5.2%） 38（3.8%） 1,010（100.0%）
高学年 472（31.4%） 674（44.8%） 295（19.6%） 9（0.6%） 0（0.0%） 43（2.9%） 11（0.7%） 1,504（100.0%）











低学年 450（44.6%） 208（20.6%） 257（25.4%） 39（3.9%） 17（1.7%） 7（0.7%） 32（3.2%） 1,010（100.1%）
高学年 391（26.0%） 376（25.0%） 602（40.0%） 86（5.7%） 17（1.1%） 10（0.7%） 21（1.4%） 1,504（99.9%）

















低学年 316（31.3%） 351（34.8%） 225（22.3%） 26（2.6%） 18（1.8%） 38（3.8%） 36（3.6%） 1,010（100.0%）
高学年 245（16.3%） 620（41.2%） 530（35.2%） 26（1.7%） 9（0.6%） 55（3.7%） 19（1.3%） 1,504（100.0%）











①（すき） 690（50.3%） 314（22.9%） 306（22.3%） 24（1.7%） 7（0.5%） 0（0.0%） 32（2.3%） 1,373（100.0%）
②（ふつう） 123（13.0%） 240（25.3%） 474（50.1%） 73（7.7%） 11（1.2%） 2（0.2%） 24（2.5%） 947（100.0%）
③（きらい） 5（6.5%） 9（11.7%） 24（31.2%） 18（23.4%） 16（20.8%） 1（1.3%） 4（5.2%） 77（100.1%）
④（むずかしい） 15（16.3%） 19（20.7%） 45（48.9%） 9（9.8%） 0（0.0%） 0（0.0%） 4（4.3%） 92（100.0%）
⑤（そのほか） 2（28.6%） 1（14.3%） 3（42.9%） 1（14.3%） 0（0.0%） 0（0.0%） 0（0.0%） 7（100.1%）
無回答 6（33.3%） 1（5.6%） 7（38.9%） 0（0.0%） 0（0.0%） 0（0.0%） 4（22.2%） 18（100.0%）
















①（すき） 736（53.6%） 470（34.2%） 103（7.5%） 2（0.1%） 2（0.1%） 33（2.4%） 27（2.0%） 1,373（99.9%）
②（ふつう） 150（15.8%） 454（47.9%） 285（30.1%） 2（0.2%） 0（0.0%） 41（4.3%） 15（1.6%） 947（99.9%）
③（きらい） 10（13.0%） 16（20.8%） 32（41.6%） 5（6.5%） 3（3.9%） 10（13.0%） 1（1.3%） 77（100.1%）
④（むずかしい） 20（21.7%） 30（32.6%） 27（29.3%） 2（2.2%） 1（1.1%） 9（9.8%） 3（3.3%） 92（100.0%）
⑤（そのほか） 1（14.3%） 2（28.6%） 1（14.3%） 0（0.0%） 0（0.0%） 2（28.6%） 1（14.3%） 7（100.1%）
無回答 8（44.4%） 5（27.8%） 2（11.1%） 0（0.0%） 0（0.0%） 1（5.6%） 2（11.1%） 18（100.0%）
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音楽の授業と今後の鑑賞との関係性（Q.2 と Q.6） 
6 月、9～11 月（公演形態①、③～⑥） 
 
コンサートを聴く前と聴いた後との関係性（Q.4 と Q.5） 
6 月、9～11 月（公演形態①、③～⑥） 



































①（すき） 437（31.8%） 575（41.9%） 298（21.7%） 10（0.7%） 6（0.4%） 21（1.5%） 26（1.9%） 1,373（99.9%）
②（ふつう） 102（10.8%） 356（37.6%） 388（41.0%） 24（2.5%） 8（0.8%） 51（5.4%） 18（1.9%） 947（100.0%）
③（きらい） 5（6.5%） 8（10.4%） 30（39.0%） 11（14.3%） 11（14.3%） 9（11.7%） 3（3.9%） 77（100.1%）
④（むずかしい） 13（14.1%） 24（26.1%） 35（38.0%） 6（6.5%） 2（2.2%） 10（10.9%） 2（2.2%） 92（100.0%）
⑤（そのほか） 0（0.0%） 4（57.1%） 2（28.6%） 0（0.0%） 0（0.0%） 1（14.3%） 0（0.0%） 7（100.0%）
無回答 4（22.2%） 4（22.2%） 2（11.1%） 1（5.6%） 0（0.0%） 1（5.6%） 6（33.3%） 18（100.0%）
















①すき 615（73.1%） 174（20.7%） 29（3.4%） 0（0.0%） 1（0.1%） 10（1.2%） 12（1.4%） 841（99.9%）
②まあすき 227（38.9%） 251（43.0%） 80（13.7%） 1（0.2%） 1（0.2%） 15（2.6%） 9（1.5%） 584（100.1%）
③ふつう 58（6.8%） 485（56.5%） 263（30.6%） 4（0.5%） 1（0.1%） 40（4.7%） 8（0.9%） 859（100.1%）
④あまりすきではない 6（4.8%） 49（39.2%） 52（41.6%） 3（2.4%） 0（0.0%） 15（12.0%） 0（0.0%） 125（100.0%）
⑤きらい 1（2.9%） 2（5.9%） 16（47.1%） 1（2.9%） 3（8.8%） 9（26.5%） 0（0.0%） 34（100.1%）
⑥その他（よくわからない） 0（0.0%） 1（33.3%） 0（0.0%） 0（0.0%） 0（0.0%） 2（66.7%） 0（0.0%） 3（100.0%）
無回答 18（26.5%） 15（22.1%） 10（14.7%） 0（0.0%） 0（0.0%） 5（7.4%） 20（29.4%) 68（100.1%）
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図 21 学校公演で使用したアンケート用紙（教員用） 
 静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 




表 21-1 学校公演におけるアンケート結果（教員・単純集計） 



















Q.7 今後も学校において、このような   Q.7-3 演奏団体はどのような団体が良いです 
鑑賞教室は必要だと思われますか。    か。（のべ人数） 
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表 22-1 学校公演におけるアンケート結果（保護者地域住民・単純集計） 
9～11 月（公演形態③～⑥） 
 
Q.6 ご自身が学生の頃、学校でクラシ    Q.7 これまでにコンサートホール（文化会館、 







Q.10 今後クラシック音楽のコンサ   Q.10-2 どのようなコンサートに行きたいですか。 
―トがある場合、また行きたいと思   （のべ人数） 
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Q.7 ご自身が学生の頃、学校でクラ     Q.8 これまでにコンサートホール（文化会 







Q.11 本日の公演時間についてお聞かせ   Q.12 本日の公演で良かったと感じたものは










Q.12 本日の公演で良かったと感じたもの   Q.13 ワークショップがあったことでお子 
は何ですか。（ワークショップ参加者、の    様はコンサートがより楽しめましたか。 






















































































Q.14（Q.15）今後もお子様にクラ    Q.15（Q.16）今後クラシック音楽のコンサート 
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※アンケート用紙は静岡県主催事業の学校公演と同じもの（図 19、図 20）を使用。 
 
Q.2 音楽の授業は好きですか。      Q.4 今日のコンサートをきく前まで、クラシ 
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Q.5 今日のコンサートをきいてみて     Q.6 オーケストラやクラシック音楽をまた 
（きいた後）、クラシック音楽は好き     きいてみたいですか。 
































































































































学年とコンサートを聴く前との関係性（Q.1 と Q.4） 
学年とコンサートを聴いた後との関係性（Q.1 と Q.5） 
 





⑤きらい ⑥その他 無回答 合計
低学年 104（45.2%）39（17.0%） 57（24.8%） 18（7.8%） 9（3.9%） 1（0.4%）2（0.9%）230（100.0%）





































低学年 99（43.0%） 68（29.6%） 44（19.1%） 5（2.2%）9（3.9%） 5（2.2%） 0（0.0%）230（100.0%）
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音楽の授業とコンサートを聴く前との関係性（Q.2 と Q.4） 
 
音楽の授業とコンサートを聴いた後との関係性（Q.2 と Q.5） 
 
音楽の授業と今後の鑑賞との関係性（Q.2 と Q.6） 
 
コンサートを聴く前と聴いた後との関係性（Q.4 と Q.5） 












⑤きらい ⑥その他 無回答 合計
①（すき） 132（45.1%）60（20.5%） 83（28.3%） 7（2.4%） 6（2.0%） 0（0.0%）5（1.7%）293（100.0%）
②（ふつう） 30（17.0%） 45（25.6%） 82（46.6%） 15（8.5%）3（1.7%） 1（0.6%）0（0.0%）176（100.0%）
③（きらい） 3（15.8%） 0（0.0%） 8（42.1%） 5（26.3%）3（15.8%）0（0.0%）0（0.0%）19（100.0%）
④（むずかしい） 6（24.0%） 2（8.0%） 12（48.0%） 3（12.0%）2（8.0%） 0（0.0%）0（0.0%）25（100.0%）
⑤（そのほか） 0（0.0%） 0（0.0%） 3（100.0%） 0（0.0%） 0（0.0%） 0（0.0%）0（0.0%）3（100.0%）


















①（すき） 164（56.0%）96（32.8%） 22（7.5%） 0（0.0%）4（1.4%） 5（1.7%） 2（0.7%）293（100.1%）
②（ふつう） 42（25.3%） 75（45.2%） 47（28.3%）0（0.0%）1（0.6%） 11（6.6%）0（0.0%）166（100.0%）
③（きらい） 2（10.5%） 3（15.8%） 10（52.6%）0（0.0%）3（15.8%）1（5.3%） 0（0.0%）19（100.0%）
④（むずかしい） 4（16.0%） 9（36.0%） 8（32.0%） 0（0.0%）0（0.0%） 4（16.0%）0（0.0%）25（100.0%）
⑤（そのほか） 0（0.0%） 2（66.7%） 0（0.0%） 0（0.0%）0（0.0%） 1（33.3%）0（0.0%）3（100.0%）


















①（すき） 120（41.0%）113（38.6%）49（16.7%） 1（0.3%）4（1.4%） 5（1.7%） 1（0.3%）293（100.0%）
②（ふつう） 27（15.3%） 66（37.5%） 69（39.2%） 3（1.7%）2（1.1%） 6（3.4%） 3（1.7%）176（99.9%）
③（きらい） 2（14.3%） 2（14.3%） 4（28.6%） 1（7.1%）5（35.7%）0（0.0%） 0（0.0%）14（100.0%）
④（むずかしい） 2（6.7%） 8（26.7%） 14（46.7%） 2（6.7%）1（3.3%） 3（10.0%）0（0.0%）30（100.1%）
⑤（そのほか） 0（0.0%） 0（0.0%） 3（100.0%） 0（0.0%）0（0.0%） 0（0.0%） 0（0.0%）3（100.0%）


















①すき 133（77.8%）31（18.1%） 5（2.9%） 0（0.0%）0（0.0%） 2（1.2%） 0（0.0%） 171（100.0%）
②まあすき 46（43.0%） 42（39.3%） 16（15.0%）0（0.0%）0（0.0%） 3（2.8%） 0（0.0%） 107（100.1%）
③ふつう 29（15.4%） 98（52.1%） 46（24.5%）0（0.0%）1（0.5%） 13（6.9%） 1（0.5%） 188（99.9%）
④あまりすきではない 2（6.7%） 11（36.7%） 14（46.7%）0（0.0%）2（6.7%） 1（3.3%） 0（0.0%） 30（100.1%）
⑤きらい 1（7.1%） 2（14.3%） 4（28.6%） 0（0.0%）5（35.7%）2（14.3%） 0（0.0%） 14（100.0%）
⑥その他 0（0.0%） 0（0.0%） 0（0.0%） 0（0.0%）0（0.0%） 1（100.0%）0（0.0%） 1（100.0%）
無回答 1（20.0%） 1（20.0%） 2（40.0%） 0（0.0%）0（0.0%） 0（0.0%） 1（20.0%）5（100.0%）
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表 28 シンフォニエッタ静岡の学校からの依頼公演のアンケート結果（教員・単純集計） 
※アンケート用紙は静岡県主催事業の学校公演と同じもの（図 21）を使用。 
 







Q.5 ご自身が子どもの頃、学校で   Q.6 オーケストラやクラシック音楽に興味を持った 
クラシック音楽の音楽鑑賞教室は   子どもたちが増えたと思われますか。 
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Q.7-4 頻度はどの程度が  Q.8 今日のコンサートの感想をお書きください。（のべ人数。 
























Q.6 ご自身が学生の頃、学校で   Q.7 これまでにコンサートホール（文化会館、市民 
クラシック音楽の鑑賞教室はあ   会館等）でのクラシック音楽のコンサートに行った 







































































Q.10 今後クラシック音楽のコンサート     Q.10-2 どのようなコンサートに行きたいで 













※割合は小数点第 2 位を四捨五入。 
（アンケートの集計結果より筆者作成） 
 
 
 
①はい 9 100.0%
②いいえ 0 0.0%
無回答 0 0.0%
合計 9 100.0%
①子供向け・親子で楽しめるコンサー
トに行きたい
7 77.8%
②大人だけで楽しめるコンサートに行
きたい
1 11.1%
③その他 0 0.0%
無回答 1 11.1%
合計 9 100.0%
とても楽しかった。 4 33.3%
とてもいい音だった（5人のハーモニーが素晴らしかった）。 2 16.7%
2回のアンコールありがとうございました。 1 8.3%
子どもたちも楽しめていた。 1 8.3%
無回答 4 33.3%
合計 12 99.9%
積極的な意見
